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若渓社会教育研究会 2013年新春のつどい 講演記録

高齢者の学習隆社会参加活動について

上俊秀元半

1 .はじめに

改めましてこんにちは。実は、手打先生から講演をするようにとの依頼を受けましたとき、

大先輩の前でお話しするのはお許しをいただきたいとお答えしました。しかし、手打先生が rJI慎

番ですよj ときっぱりとおっしゃいましたので、これはお引き受けしないと、この会から除名

されるんじゃなし¥かと恐れまして、引き受けさせていただきました。「ご講演jと紹介をされま

したが、とてもそのような内容ではございません。日ごろ感じていることの一端をお話しさせ

ていただくということで、お許しいただきたいと患います。

昨年亡くなられた辻先生について、今、手打先生からお話がありました。私は、これまでの

職業生活において、先輩の皆様には大変お世話になりましたが、その中で、辻先生に対しでも

特別な患いがございます。

布、は、 1987年から毘立社会教育研修所への勤務することになりました。当時研修所の専門職

としづお立場の古川先生、それから文部省(現在の文部科学省)で伊藤先生が社会教育課の

課長補佐というお立場でしたが、お二人の先輩には大変お世話になりました。今、思い返して

若渓の先輩のカは大変大きいということを改めて感じております。そのほか、職場の人間関係、

向僚の方々、友人に支えられたというところも大きかったと患います。

過去にさかのぼって、大学院時代には、辻先生にご指導をいただきました。その後、社会に

送り出していただいた第1号で、あったと思います。就職先は習志野市教育委員会でしたが、そ

の際に辻先生にお世話になりました。就職した後も、わざわざ教育委員会まで訪ねていらっし

ゃって、上司の方に挨拶くをしてくださるとか、そこまで、やっていただきました。その後、千葉

県総合教育センターに勤めた際には、「教師のPTA観についての調査jを担当した際に、辻先

生にご指導いただきました。その後も手打先生と一緒に辻先生のお宅を訪ねたり、年賀状をお

出ししたりしたのですが、あいにく手足がたいへん不自由になられたにもかかわらず、了重な

お返事をくださいました。しかし、非常にたどたどしい字で、し、かにも苦労して書いていらっ

しゃるという感じでした。ですので、非常に心苦しい感じがしまして、年賀状をお出しするの

をやめました。でも、今考えてみますと、そうやって苦労しながらも返事を書くということが、

もしかしたら、辻先生にとっては喜び、だ、ったのかも知れないと感じているところです。そこま
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で至らぬ弟子のことを心配してくださったことに対して 改めて感謝の気持ちを述べさせてい

ただく次第です。

本自のテーマについて、予告では fシニア世代j としておりましたが、 fシニアJという概念

は学問的にはっきりしておらず、 f高齢者j と同じ意味で黒いられる場合もあちます。しかし、

民間の競査機関などが行ったシニアの意識競査をえると、 50代以降を対象にするケースが見ら

れます。そうしづ援昧なところがありますので、 f高齢者jとしづ表現に変えさせていただきま

した。

2. 高齢者の柱会的な役読について

「高齢者の学習・社会参加活動jについてお誌をする蔀に、高齢者の社会的な役割につし1て、

どのように捉えられているかということについて述べておきたいと患います。

1981年に中央教育審議会から「生涯教育についてJという答申が出されま

文部省で指導的な役割を果たしていらっしゃった頃です。その中で、

これまで、主として、揺社、医薬雲などの極が中心であったが、

齢者の庇護に努めるだけでなく、敬愛の念をもって接するとともに、

に正しく評儲し、その積極的な社会参加を嬬待し、これを支援すること るj とし¥う

ことを指摘しております。

それから、 1995年に「高齢社会対策基本法jが蕗行されておりますが、第 11

活力ある地域社会の形成を図るため、高齢者の社会的活動への参加を促進し 及びボランティ

ア活動の基礎を整備するよう必婆な施策を講ずるものとするjとしづ規定が設けられてし

2003年の『厚生労働白書』では、身体的に不自由な高齢者に対しての取り組みについても触

れられておりまして、「高齢者自らの考える能力に応じつつ、社会の中で何らかの役割を最後ま

で続けられることが、この高齢者関連施策の中でもっとも求められていることの一つで、ある。

それは、要介護状態になっても同様であり、本人の能力を最大限に発撮する中で、可能な限り

人間的なつながりが維持されるよう配慮、が行われるべきである。Jと指摘しております。

以上、既に 30年前から適切な指摘がなされてきていることを、参考までに紹介させていただ

きました。

近年の傾向としましては、元気な高齢者の方が増えている。いわゆる元気年齢がアップして

し¥るということがし¥えます。ただ個人差が大きいというのも一つの特徴であると患います。

3. 高齢者の学習‘社会参加活動の現状

次に、高齢者の学習・社会参加活動の現状について、全国的な調査を引用しながら簡単に紹

介させていただきます。
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3 -1.近所の人たちとの交流について

一つは、近所付き合いです。『高齢社会白書Jで紹介されているデータに基づいて、 1988年

と2008年の 20年でどう違っているかについて見てみます。これによると、「近所付き合いはほ

とんどしていなしリが増えている一方で、「親しく付き合っているjが、 200/0くらい落ちてきて

し1るという結果が出ております。

近隣社会からの孤立化が進んでいるとしづ状況が、こういったデータに示されております。

都市部と農村地帯とは現れ方が違いますが、両者がともども進んでいると思われます。これが

大きな問題の一つではなし1かと患います。

3-2.地域活動への参加状況

一方で、地域活動への参加状況については、 f参加したものがあるJとしづ回答が増えていま

す。 1998年と 2008年を比較してみますと、 10年間で、 43.7%から 59.2%へ15%ほど増加して

おります。近隣社会との付き合いが希薄になる反面、地域活動の面では、割合が高まっており

ます。では中身はどうかということについて、表3をご覧ください。 2008年のところを見てい

ただきますと、「健康・スポーツムその次は「地域行事j、「趣味j、この辺りが害1]りと多いわけ

です。 98年と比べますと、 f健康・スポーツjは 12.0%、「地域行事jは 11.4%増えておりま

す。

それから、表4をご覧ください。「高齢者が参加している団体jについて経年変化を整理して

おります。これは、堀議夫編著の『教育老年学と高齢者学習~ (学文社、 2012)に掲載されてお

ります。これにより、 1988年から 2008年の 20年間の変化を見ていきますと、「老人クラブJ

が 33.3%から 14.5%へ 20弘ぐらい落ちています。一方で、「町内会・自治会j については少し

増えております。特に増えているのは、「趣味のサークノレ・団体jですね。 11.0%から 20.0%

へ9%ぐらい。それから、「健康・スポーツのサークル・団体Jについても 7.40/0から 16.8%へ

ということで、この辺りが特に増えています。あとは、「学習系のサークノレ・担体j、それから

rNPOの市民活動団体j も増えてきている。また、「ボランティア団体Jも増えてきている。

こういった傾向を見ますと 地域の自主的なサークノレや毘体、つまり自分が興味・関心をもっ

ている団体への参加が増えております。このデータでは、「高齢者Jとして一括りにしておりま

すが、私は、特に 60代から 70代前半当たり方々にこういった傾向が顕著に現れているではな

し¥かと推察をしております。

4.高齢者の学習・社会参加支援方策について

以上のような流れを念頭におきながら、レジュメに沿ってお話しします。「高齢者の学習・社

会参加を支援するための方策についてJというテーマで、まとめてみました。
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4-1.高齢者の学習‘社会参加への支援方策の枠紹みについて

「表5 地域および家庭・居注施設における高齢者の学習・社会参加への支援方策jを」

ください。これはヨ本学習社会学会が刊行した『学習社会研究j第1号(学事出版、 2010.11) 

に寄稿した論文に鴇載されております。

縦軸は f支援する場面jについて、「地域における学習支援j と f家庭・居{主施設における学

習支援jの2つの側面に分け、そして、横軸は「学習・社会参加支援方策jについて、

全体に対する支援方策j と「特別な支援を要する高齢者に対する支援方策jの2つの側面ーに分

けて整理しました。

特別な支援を要する高齢者に対する「地域における学習支援jの伊iを挙げますと、

報提供・学習相談の推進:については、「参加可能な学習機会等についての情報提供j などを、

次の f②学習機会の提供Jについては、 f身近な施設における学習機会の提供ム「居場所づくり

への支援Jなどを例示しております。

一方、「家庭・居住施設における学習支援j については、 f居場所への図警宅配す-ーピスj を

例示しました。現に松本市の図書舘はこのような取り組みを行っております。また、 r1 CTを

活用した学習への支援jとか、 f子どもたちが高齢者の居注する家庭や擁設に赴いて交流を行うj

といった取り組みも例示しました。

実は ICTを活用した学習支援については、 F視聴覚教育Jl24年 4月号に、!高齢者の ICT
活用を促進するためにj としづ論文を寄稿し、巻頭文として掲載されました。 ICTはあまり

得意ではありませんが問題意識はもっていましたので、思い切って執筆依頼をお受けして、同

じ大学の専門の先生に用語の使い方などに問題がないかチェックしていただきました。この論

文でどういうことを述べたかと申しますと、家庭や居住施設において高齢者の学習活動などを

促進するためには、今後、 ICTの役割が大きいのではないか。タブレット端末なども普及し

て、高齢者向きにも改良がなされているところです。しかし、せっかく開発がすすめられても、

これを使いこなせる高齢者の方がまだまだ少ないということがあります。しかし、安全対策の

ためにも活用が求められております。

では、市町村レベノレでどうやってサポートしていったら良いか。一つは r1 CTサポータ ~J

(仮称)を養成することです。どうしづ人がサポーターになりうるかといいますと、例えば社

会教育関係の施設に勤めている方とか生涯学習のコーディネータ一、それから、民生児童委員

とか介護士、ケアマネージャーなどの福祉の分野において高齢者と日頃接触して支援をしてい

る方々が考えられます。では、どうやって養成するかというと、一方で、これらの人々を指導

する r1 CTインストラクターJ(仮称)を養成することです。例えば、 ICTの関係の企業に

勤めて能力をもっている方、それから、教員で詳しい方とか、これらのOBの方々。そういう

方々に一定の研修をした上でインストラクターになっていただくとしづ仕組みを市町a村で、作っ

ていくという提案をいたしました。

ただ、問題はそれに付け込んでですね、 r1 C TサポーターJの資格を振りかざして、高齢者
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の弱みに付け込んでビジネスに利用する人が出てくるといったことも生じうるんですね。です

から、そういった方々が入らないように、人格的な面を含めて資格を付与する条件をどうやっ

て設定するのかということも大きな課題であると思います。この論文には、この留意点を入れ

ておりませんでしたので、この点が心残りです。

4-2.地域の居場所の役割について

私が現在関心をもっていることは、高齢者の居場所づくりです。先ほど、地域の居場所の役

割についてお話ししました。では、何が高齢者にとって居場所となりうるか。元気なうちは、

自分が興味関心をもっ趣味とかスポーツ、あるいはボランティア活動に参加する。あるいは、

大学の公開講座や公民館の講座に参加することも居場所としての役割を発揮するわけです。

一方で、最近クローズアップされているのが、コミュニティ・カフェの取り組みです。これ

は50代以降のいわゆるシニア前期層を主な対象とした居場所づくりですが、家族で利用すると

か、世代を超えた居場所でもあります。したがって、世代間交流をそこで行うこともできる。

それから、特に体力的に衰えたり、ハンディキャッフDを持った方々の居場所として、「ふれあい

サロンj などの取り組みがあります。年齢的には高齢中期から後期層が主な対象です。こうし

た取り組みが各地で行われるようになってきております。

ただ、「ふれあいサロンjの敢り組みは、福祉の分野の方々が中心になっており、社会教育関

係者はあまり関わっておりません。しかし、私はこれがもっている教育・学習機能の可能性は

非常に大きいと思うんですね。ただ単にそこで安らかに過ごしていただくだけではなくて、そ

のlヤで、学びの場としての役害IJに期待しております。それとともに、そこに参加したことを通

じてさらに地域の活動に発展していく、いわゆるプラットフォームの役割ですね。特にコミュ

ニティ・カフェなど、シニア前期層を対象とした居場所においては、このような役割に期待し

ております。

今後の居場所づくりにおいて、住民が積極的に参加し、自主的に運営するNPOの活動が広

がることが望ましいと考えます。

5. おわりに

私はこの3月をもちまして現在所属している常葉学園大学を退職いたします。 4ftlからいよ

いよ新しい人生のスタート台に立つわけですが、その中で、私自身の問題でもありますので、

f高齢者が住みよい地域づくりj というテーマにも取り組んで、まいる所存です。

以上、大変大雑把なお誌でしたけれども、ご清穂、をいただきありがとうございました。今後

ともご指導よろしくお願いいたします。

(2013年2月 16日、於若渓会館)
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高齢者の学習 a 社会参加活動について

1 .はじめに

2. 高齢者の学習‘社会参加活動の現状

( 1 )近所の人たちとの交流

表 1 高齢者と近所の人たちとの交流

単{立:%

1つきあいはほとんどしていない

iあいさつをする程度 I 30.7 

i殺しくつきあっている I 64.4 
資料:内閣府「高齢者の地域社会へ岱多加に関する意磯調査J(2008年)

m平成 24年版高齢社会自番3より作成) (以下詞桟)

( 2)地域活動への参加状況

。地域活動に参加した高齢者の観合

表 2 地域活動に参加した高齢者の都合

参加したものがある

※自撃では、「グループ活動」と表現しているが、

内容に照らして「地域活動」とした。

。高齢者の地域活動の内容

表3 高齢者の地域活動の内容

単位・%

¥¥¥¥~  1998年 a 2008年 b b-a 

{建疲・スポーツ 18.3 30. 5 12.2 

地域行事 12.8 24. 4 11. 4 

趣味 17.1 20. 2 3.1 

生活環境改善 6. 7 10. 6 4.1 

教育・文化 6. 4 9. 3 3.1 

注.以上の他、 f安全管理J7.2% (1998年は 4.8%)、「生産・就業J7.1% (4.1%)、「高齢

者の支援J5.9% (5.0%)、「子音て支援J2.3% (1998年はこの項毘が無い)である。
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O団体活動への参加状況

「高齢者が参加している団体J(別表4)

3. 学習・社会参加支援方策について

( 1 )高齢者の学習量社会参加支援方策の枠組みについて

(別表5)

※参考:上様秀元「高齢者の ICT活用を促進するためにJ

『視聴覚教育』平成24年4月号

( 2)地域の居場所の役割について

0高齢者にとって何が地域の居場所となりうるか

0サ口ン型の居場所について

-居場所としての役割 + rプラットフォーム」の役割

.大きく 2つのタイプが見られる

シニア前期陪を主な対象とした居場所:コミュニテイ且カフェなど

シニア中期~後期信を主な対象とした居場所:ふれあいサロンなど

4. おわりに
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表斗 高齢者が参加している間体(援数回答)
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1998 2，303 66.4 24.8 34.6 6司l 19.8 9.8 6.0 1.8 6.3 5.6 4.4 

2003 2，860 65.3 20.9 39.1 3.9 22.0 14.1 4.7 1.7 5.1 6.0 3.3 

2008 3.293 66.8 14.5 40.9 3.4 20~0 16.8 6.0 3.0 4.1 7.4 3.3 
一 一一一一一

注)* r -Jは爵査時に雲Eがないことを示す.
* * r参加したいが参加していなしリ 16.'i'%， r参加したくないJ16.5%. 
出典)内閣宥「高齢者の地境社会への参加に関する意識讃査J結系より作成.

堀 蒸夫編著『教育老卒学と高齢者学習~ (学文社、 2012年)より
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表5 地域及び家庭 n居住施設における高齢者の学習 m社会参加への支援方策

い
学習・社会!f:Ji加支援方策(例)

支接項目
高齢者全体に対して

特別な支援を要する高齢者に

対して

地
j或

お

iナ
る
支
;涯

作l戸~~ー

庇

法
住

施
日立

お
iナ
る
支
j長

共

i昆

包中間1号報提供“学習指搬等 学苔~T4幸蹄尉共・学習相部{等の推進 参加可能な学習機会等についての将殿1鰍|
Cit非営機会の1制共 学習機会のt娃fj~、世代間交流の推進 身近な施段(地区公民官官等)における学習

機会のI邸共 (r居場所づくり」への支棋を含
む。)

IT等の活用方法に期する学習機会の提 「居場所Jへの図古宅配サービス
i~È 

(事片~~鍾ボランティア活動等 指2#‘ボランティア活u誌の促進 指?J!;I.・ボランティア活励等への話会加支鎚(送

の支綴・推進 迎サービス)

じき芹:習成果・活動毘慌の評価 地域における学習・ボランティア活動等

のm総iR平儲
(~常習・社会参加活動のため
の保{牛盤備
施股・樹脂の間縄 いこい・交流のi誌の控冊li 施設のバリアフリー化

交通手段の訂f保 都祉 の迎行、送迎サービスの充実

包洋:智11!j報?出共・学習指日91等 n等を活用した学習4脱会に!謝する'保持担 IT帯を活用した学習への支拡
;制共‘相n~i

(2岸:留~J!t会の1制J~ IT、通信教背等の活用による学習拐t会の 出前醐殺の実施(目拍車・指m舎を!:i庇・居
綻{共 {卦包股に総監する。)

国盤の宅配サービス
。持活埠・ポうンティア活m由の 青少年が家庭・施般に赴いて交流を行い、

支出・ 11~泣 指導3を受け・るの
停滞留成架・ j舌助挺'~\lliの併{酪 家庭・居住1i在日生における学習 uボランティ

7~苦励等の実組E判部
l5i単習‘社会芸品加j活動のため
の段件鮒II/i
締約守支m iir'l邸・指話?おの3砲1*:1の公弘ct'tj;による負担

CD学習支j援のためのllilJJ宜的 受蹴*~等の減免制度のむ入 介1¥到来股llilJl支に学習文銀サーピ、スを也、め
条件の邸前i るの

(~)学官支般のためのソフト 庖担・教材"ディスプレイミ5の文字の拡 視:L'J:・!日jj:~ßf.lがい者向けの教科・ソフトの
サービスの究w 大 ø~m~ 

iui出:者が学習しやすいソフトのIm9i;

〔出典]上11ff-禿元「住みよい高齢社会づくりと地域主紘一高齢者の学習 a社会参加支援との関係から-J

日本学習社会学会編『学習社会研究第1号 学習社会とfiliJ或主Ht)J!f~'1J出版、 2010 年 11 月
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